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自
筆
本
『
三
河
物
語
』
の
用
語
と
表
記
-
松
平
家
二
代
か
ら
五
代
ま
で
を
中
心
と
し
て
I
(
一
)

は

じ

め

に

松
平
家
初
代
親
氏
か
ら
九
代
家
康
ま
で
の
事
蹟
を
記
録
し
た
『
三
河
物
語
』
の
諸
本
に
は
、

元
和
八
年
(
ニ
八
二
二
)
脱
稿
の
初
稿
本
を
転
写
し
た
蓬
左
文
庫
本
系
統
の
も
の
、
寛
永
二
年

(
一
六
二
五
)
成
立
の
段
階
を
転
写
し
た
「
自
記
本
」
系
統
の
も
の
、
お
よ
び
寛
永
三
年
二

六
二
六
)
に
下
巻
後
半
を
増
補
し
た
忠
教
自
筆
本
の
三
系
統
の
も
の
が
あ
る
。
自
筆
本
は
補
習

過
程
の
最
終
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
『
三
河
物
語
』
の
用
語
と
表
記
に
つ
い
て
考
え
る
場

合
に
は
、
当
然
こ
の
自
筆
本
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
橋
で
は
、
自
筆
本
『
三
河
物
語
』
の
用
語
と
表
記
の
特
色
に
つ
い
て
、
草
稿
本
の
そ
れ
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
作
者
自
筆
の
草
稿
本
は
現
存

し
な
い
の
で
、
こ
れ
を
江
戸
時
代
中
期
に
転
写
し
た
蓬
左
文
庫
本
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
蓬
左

文
庫
本
は
上
、
中
、
下
ノ
上
、
下
ノ
下
の
三
巻
四
冊
本
で
あ
っ
て
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
書

か
れ
て
い
る
。
能
書
家
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
字
、
表
記
法
な
ど
、
当
時
の
標
準

的
な
ス
タ
イ
ル
を
示
し
て
い
る
。
自
筆
の
草
稿
本
を
、
そ
の
ま
ま
忠
実
に
転
写
し
た
も
の
で
は

な
く
改
変
の
手
が
加
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
、
用
語
、
表
記
な
ど
の
面
で
基
本
的

に
は
草
稿
本
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
両
本
を
比
較
す
る
場
合
、
全
巻
を
比
較
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
が
、
上
中
巻
は

編
纂
、
下
巻
は
創
作
な
ど
と
い
う
説
も
あ
っ
て
、
本
書
の
成
立
事
情
は
必
ず
し
も
一
律
で
は
な

い
。
従
っ
て
、
そ
の
成
立
の
違
い
に
応
じ
て
調
査
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者

の
調
査
に
よ
る
と
、
巻
頭
の
曽
我
物
語
な
ど
を
引
用
し
た
部
分
を
除
外
す
る
と
、
自
筆
本
に
お

い
て
、
最
も
多
く
補
習
の
手
が
加
っ
て
い
る
の
は
、
松
平
家
初
代
親
氏
か
ら
七
代
清
康
の
部
分

で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
作
者
の
直
接
体
験
し
て
い
な
い
所
で
あ
る
か
ら
、
執
筆
態
度
の
違
い

に
よ
っ
て
、
内
容
お
よ
び
表
現
が
大
き
く
改
変
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ

の
中
か
ら
便
宜
上
、
二
代
1

親
か
ら
五
代
長
親
ま
で
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

宇
都
宮

睦

男

谷
本
文
化
選
修
)

一
、
用
語
の
検
討

松
平
家
初
代
か
ら
五
代
ま
で
の
部
分
で
、
蓬
左
文
庫
本
と
自
筆
本
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
相

違
点
は
大
き
く
、
次
の
二
つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。

㈲
両
本
で
対
応
す
る
箇
所
が
存
す
る
場
合
に
見
ら
れ
る
相
違
点

㈲
両
本
で
対
応
す
る
箇
所
が
存
し
な
い
場
合
の
相
違
点

こ
の
㈲
㈲
の
夫
々
に
つ
い
て
、
更
に
下
位
の
相
違
点
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ま

ず
、
㈲
に
つ
い
て
は
、
次
の
田
～
㈲
の
場
合
が
あ
る
。

田
蓬
左
文
庫
本
の
漢
語
を
自
筆
本
で
は
他
の
漢
語
に
改
変
し
て
い
る
。

②
蓬
左
文
庫
本
の
漢
語
を
自
筆
本
で
は
和
語
に
改
変
し
て
い
る
。

開
蓬
左
文
庫
本
の
和
語
を
自
筆
本
で
は
別
の
和
語
に
改
変
し
て
い
る
。

㈲
蓬
左
文
庫
本
で
漢
文
訓
読
的
表
現
又
は
文
語
的
表
現
で
あ
る
も
の
が
、
自
筆
本
で
は
口

語
的
な
表
現
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

㈲
そ
の
他
、
両
本
で
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
。

次
に
、
㈲
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
み
に
見
ら
れ
て
自
筆
本
に
は
存
し
な
い
と

い
う
箇
所
は
殆
ど
無
く
、
大
部
分
は
蓬
左
文
庫
本
に
見
ら
れ
ず
、
自
筆
本
の
み
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
自
筆
本
の
み
の
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
存
す
る
。

㈲
蓬
左
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
敬
語
が
、
自
筆
本
に
は
存
す
る
。

剛
そ
の
他
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
が
、
自
筆
本
に
は
存
す
る
。

以
下
、
こ
の
剛
～
剛
の
分
類
の
順
に
、
具
体
例
に
即
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
剛
の

「
蓬
左
文
庫
本
の
漢
語
を
自
筆
本
で
は
他
の
漢
語
に
改
変
し
て
い
る
」
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

以
下
の
用
例
に
つ
い
て
、
↓
印
の
上
が
蓬
左
文
庫
本
の
用
例
、
下
が
自
筆
本
の
用
例
で
あ
る
。

以
下
全
て
同
じ
。‐

-

①
此
国
へ
選
〔
遷
〕
サ
レ
玉
フ
↓
三
河
之
國
ヱ
る
ザ
イ
〔
流
罪
〕
ナ
ラ
セ
給
ふ

右
の
「
遷
」
も
「
流
罪
」
も
漢
籍
に
出
典
の
あ
る
漢
語
(
以
下
「
中
国
漢
語
」
と
呼
ぶ
こ
と

二
九
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が
あ
る
)
で
あ
る
が
、
「
遷
」
は
文
章
語
(
書
き
こ
と
ば
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
流
罪
」
は

文
章
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
常
の
生
活
語
(
話
し
こ
と
ば
)
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
流
罪
」

は
「
ル
ザ
イ
」
と
古
い
呉
音
読
み
で
あ
り
、
古
く
律
に
遠
流
、
中
流
、
近
流
の
三
種
が
あ
り
、

鎌
倉
時
代
に
は
遠
流
一
種
に
な
る
な
ど
、
変
更
は
あ
っ
た
が
、
近
世
に
至
る
ま
で
慣
用
さ
れ
た

語
で
あ
る
。
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
「
R
u
z
a
i
.
人
を
追
放
配
流
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
追
放

の
刑
に
処
す
る
こ
と
。
例
'

R
u
z
a
i
n
iv
o
c
o
n
o
.
(
流
罪
に
行
ふ
)
同
上
。
」
と
あ
る
。

1
-

j

②
是
又
天
性
慈
仁
武
勇
凍
9

」
一
タ
ル
人
ナ
レ
ハ
、
人
皆
其
恩
恵
ニ
ナ
ツ
カ
ス
ト
云
コ
ト
ナ

シ
、
↓
何
れ
も
御
代
々
。
御
慈
悲
と
申
(
し
)
。
御
武
漫
ヲ
モ
ツ
テ
。
次
第
く
に
御
代
も
隆
サ

セ
給
ふ
。

-

-

③
父
祖
ノ
業
ヲ
継
テ
、
武
勇
殊
二
勝
レ
玉
フ
↓
御
武
漫
。
殊
更
ス
ク
レ
サ
セ
給
ふ
事

右
の
②
③
の
「
武
勇
」
は
中
国
漢
語
で
あ
る
が
、
「
武
漫
」
は
和
製
漢
語
で
あ
る
。
後
者
が
作

者
の
日
常
語
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
武
勇
」
は
文
章
語
で
あ
ろ
う
。
又
、
「
慈
仁
」

は
中
国
漢
語
で
あ
る
が
、
「
慈
悲
」
は
仏
教
漢
語
で
あ
る
。
当
時
の
日
常
語
は
「
慈
悲
」
の
方
で

あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

1

1

④
我
身
不
肖
ナ
レ
ハ
↓
我
少
〔
小
〕
身
ナ
レ
バ
。

右
の
蓬
左
文
庫
本
の
「
不
肖
」
は
礼
記
、
中
庸
、
孟
子
な
ど
、
漢
籍
に
出
典
が
あ
る
が
、
自

筆
本
の
「
小
身
」
は
漢
籍
に
出
佛
卜
「
陸
骸
和
製
漢
語
で
あ
る
。

-

フ

ィ

モ
ノ

イ
ヱ

⑤
父
祖
代
々
ノ
者
ト
テ
モ
↓
晋
〔
譜
〕
代
久
敷
者
ト
云
供
。

右
の
「
父
祖
」
は
晋
書
や
杜
甫
詩
に
出
典
の
あ
る
漢
語
で
あ
る
が
、
「
譜
代
」
は
出
典
が
な
く
、

和
製
漢
語
で
あ
る
。

⑥
其
後
国
中
イ
ヨ
く
静
謐
シ
テ
ケ
リ
↓
其
後
ハ
。
猶
以
國
中
之
者
供
。
居
儀
〔
異
議
〕
に
ハ

不
レ
及
。

右
の
「
静
謐
≒
異
議
」
と
も
に
漢
籍
に
出
典
の
あ
る
中
国
漢
語
で
あ
る
。
日
葡
辞
書
に
「
X
e
i
f
i
t
.

X
i
z
z
u
c
a
n
iv
o
s
a
m
a
r
u
.
す
な
わ
ち
、
平
和
な
こ
と
、
あ
る
い
は
、
和
ら
ぎ
静
ま
っ
た
こ
と
。

l
e
n
c
a
l
m
a

x
e
i
i
i
t
n
i
g
o
z
a
r
u
.
天
下
(
T
e
n
c
a
)
は
平
和
で
静
穏
な
状
態
で
あ
る
。
」
と
あ

る
。
又
、
「
I
g
u
i
.

C
o
t
o
n
a
r
u
g
u
i
.
的
は
ず
れ
な
こ
と
。
あ
る
い
は
、
不
適
当
な
こ
と
。
」
と

あ
る
。

-

-

⑦
三
河
国
ノ
目
題
徳
河
ノ
泰
親
ト
ロ
宣
ヲ
ナ
シ
下
サ
ル
↓
三
河
之
國
ヱ
之
御
り
ん
し
〔
綸
旨
〕

ト
ク
カ
ハ
ヤ
ス
チ
カ

ヨ
ッ
テ

に
ハ
。
「
徳
河
泰
親
」
と
被
下
給
ふ
に
但
。

右
の
「
ロ
宣
」
「
綸
旨
」
と
も
に
漢
籍
に
出
典
の
あ
る
漢
語
で
あ
る
。
共
に
文
章
語
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
卯
の
「
蓬
左
文
庫
本
の
漢
語
を
自
筆
本
で
は
和
語
に
改
変
し
て
い
る
」
も
の
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

-

-

①
弓
馬
二
達
シ
↓
弓
矢
取
と
申

三
〇

-

―

②
弓
馬
ノ
達
者
↓
弓
矢
ヲ
取
セ
給
ふ
事
。

右
の
「
弓
馬
」
は
後
漢
書
、
呉
志
な
ど
の
漢
籍
に
出
典
の
あ
る
漢
語
で
あ
る
が
、
自
筆
本
で

は
「
弓
矢
(
で
ヤ
)
」
と
い
う
和
語
を
用
い
て
い
る
。

③
殊
二
御
心
バ
セ
慈
悲
深
重
ニ
シ
テ
↓
御
慈
悲
。
中
く
申
ツ
ク
シ
ガ
タ
シ
。

右
の
「
深
重
」
が
「
深
く
重
い
」
と
い
う
意
味
の
場
合
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、
和

製
漢
語
の
よ
う
で
あ
る
。

④
国
中
ノ
諸
人
↓
國
中
之
侍
も
。
た
み
。
百
将
〔
姓
〕
に
い
た
る
迄
も
。

右
の
「
諸
人
」
は
、
准
南
子
、
梁
書
な
ど
に
出
典
の
あ
る
漢
語
で
あ
る
。

⑤
弓
馬
ノ
迦
劃
↓
弓
矢
ヲ
取
セ
給
ふ
事

右
の
「
達
者
」
は
、
左
氏
、
荘
子
な
ど
漢
籍
に
出
典
の
あ
る
漢
語
で
あ
る
。

-
⑥
見
物
ニ
ソ
見
ケ
ル
。
↓
我
先
に
と
出
け
る
間
。

右
の
「
見
物
」
は
漢
籍
紅
咄
隣
が
な
く
、
和
製
漢
語
で
あ
る
。

⑦
案
ノ
図
二
引
受
テ
↓
案
の
内
成
と
て

右
の
「
案
ノ
図
(
ヅ
)
」
は
太
平
記
に
出
典
の
あ
る
語
で
あ
る
が
、
「
案
の
内
(
う
ち
こ
の
方
が

作
者
の
生
活
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日
葡
辞
書
に
も
「
A
n
n
o

v
c
h
i
g
i
a
.
自
分
が
想
像
し
て

い
た
と
お
り
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
但
し
、
「
案
の
図
」
は
出
て
こ
な
い
。

⑧
爰
ヲ
先
途
ト
戦
フ
ト
見
エ
タ
リ
↓
天
地
ヲ
ヒ
ゞ
カ
セ
。
タ
ゝ
カ
ウ
ト
見
。

右
の
「
先
途
」
は
漢
籍
に
出
典
の
な
い
和
製
漢
語
で
あ
る
。
平
家
物
語
、
保
元
物
語
、
徒
然

草
な
ど
に
用
例
が
み
ら
れ
る
。

⑨
サ
マ
テ
ノ
捌
匍
モ
セ
サ
ル
処
ニ
↓
カ
イ
ガ
ハ
シ
キ
。
ア
テ
ガ
イ
モ
。
ヱ
セ
ザ
ル
ニ
。

右
の
「
抽
賞
」
は
、
大
漢
和
に
「
抽
奨
」
と
同
じ
と
あ
る
。
「
抽
奨
」
は
漢
籍
に
出
典
の
あ
る

語
で
あ
る
か
ら
「
抽
賞
」
も
そ
れ
に
準
ず
る
語
と
な
る
。

⑩
日
既
二
暮
ケ
レ
ハ
、
夜
軍
ニ
ナ
リ
↓
然
ル
間
。
夜
陣
に
成
(
り
)
。

右
の
「
夜
軍
」
は
『
大
漢
和
』
に
「
夜
間
の
戦
。
よ
い
く
さ
。
又
、
よ
る
戦
ふ
。
」
と
し
て
、

〔
左
氏
〕
の
出
典
を
挙
げ
て
い
る
。
中
国
琳
語
で
あ
る
。

⑩
サ
ラ
ハ
劇
可
ヲ
ク
ツ
ロ
ケ
ヨ
ト
テ
↓
其
ヲ
引
ノ
ケ
。

右
の
「
虎
口
」
は
「
極
め
て
危
険
な
場
所
の
喩
」
と
し
て
、
「
荘
子
」
「
史
記
」
「
漢
書
」
な
ど

の
出
典
を
あ
げ
て
い
る
。

⑩
陣
ヲ
ト
ル
↓
御
旗
ヲ
立
(
テ
)
給
ふ

右
の
「
陣
」
は
「
大
漢
和
」
に
、
「
ぢ
ん
ど
る
」
と
し
て
、
史
記
・
准
陰
候
傅
の
「
信
乃
使
二

萬
人
先
行
一
、
出
背
レ
水
陣
。
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

⑩
上
り
下
り
自
由
ナ
ラ
ス
↓
上
下
モ
六
ヶ
敷
キ

右
の
「
吋
匹
」
は
後
漢
書
、
柳
宗
元
詩
、
白
居
易
詩
な
ど
に
出
典
の
あ
る
中
国
漢
語
で
あ
る
。
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自筆本「三河物語」の用語と表記

一
方
、
右
と
は
逆
に
、
蓬
左
文
庫
本
の
方
が
和
語
で
、
自
筆
本
が
漢
語
の
例
が
あ
る
。

I
-

⑩
都
へ
帰
ラ
セ
玉
フ
↓
御
帰
京
と
ぞ
申
け
る

右
の
「
帰
京
」
は
漢
籍
に
出
典
の
な
い
和
製
漢
語
で
あ
る
。

⑩
モ
テ
ア
ツ
カ
テ
ソ
見
エ
ヶ
ル
↓
モ
テ
ア
ツ
カ
イ
タ
フ
ゼ
イ
〔
風
情
〕
成

右
の
「
風
情
」
は
「
お
も
む
き
。
あ
り
さ
ま
。
や
う
す
。
」
の
意
味
で
、
晋
書
な
ど
の
漢
籍
の

出
典
が
挙
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
読
み
方
も
「
フ
ゼ
イ
」
と
変
わ
り
、
平
家
物
語

な
ど
か
ら
慣
用
さ
れ
て
い
る
。

I

テ
キ
ミ
カ
タ

シ
ン
ド
ゥ
ー

⑩
敵
味
方
ヲ
見
ワ
ケ
ス
サ
ワ
キ
タ
ツ
↓
敵
味
方
ヲ
。
見
わ
け
ず
し
て
。
進
答
〔
震
動
〕
ス
ル
。

右
の
震
動
は
、
『
大
漢
和
』
に
、
「
ふ
る
い
動
く
。
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
」
と
し
て
、
周
札
、

左
氏
、
国
語
、
戦
国
策
な
ど
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
中
国
漢
語
で
あ
る
。

I

M
u
詞
｀
刈
刻
I
ハ
ヤ

○
身
方
ノ
小
勢
ツ
カ
レ
ハ
テ
ゝ
↓
軍
兵
供
。
早
セ
イ
キ
ガ
。
キ
レ
テ
。

右
の
「
軍
兵
」
は
漢
籍
に
出
典
の
な
い
和
製
漢
語
で
あ
る
。
な
お
、
「
小
勢
」
も
和
製
漢
語
で

あ
る
。

⑩
城
中
シ
ツ
マ
リ
カ
ヘ
ツ
肺
肝
沙
「
そ
「
御
ト
サ
テ
ン
〔
動
転
〕
ナ
ク
。

⑩
備
ヘ
ヲ
マ
ル
ク
シ
テ
↓
洞
天
〔
動
転
〕
ナ
ク
丸
ク
成
而
。

右
の
「
動
転
」
は
『
大
漢
和
』
に
「
み
だ
れ
さ
わ
ぐ
。
ふ
し
ま
ろ
ぶ
。
」
と
し
て
『
法
苑
珠
林
』

の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
作
者
に
と
っ
て
は
生
活
語
で
あ
っ
た
ろ
う
。

以
上
に
よ
う
に
、
自
筆
本
の
方
に
漢
語
の
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
僅
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
が
、

⑩
の
「
震
動
」
以
外
は
漢
語
と
は
い
っ
て
も
作
者
の
日
常
語
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
倒
の
「
蓬
左
分
庫
本
の
和
語
を
、
自
筆
本
で
は
別
の
和
語
に
改
変
し
て
い
る
」
も
の

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
其
後
今
ノ
岡
崎
二
城
ヲ
構
ヘ
テ
↓
其
後
岡
崎
に
城
ヲ
取
給
ひ
而
。

-

キ
リ
I
3
n
?
5
7
~

②
三
分
力
一
八
戮
取
セ
玉
フ
↓
三
ケ
ー
ハ
戮
随
給
ふ

額
‥

-

③
十
町
ハ
カ
リ
隔
タ
ル
↓
拾
四
五
町
程
へ
だ
而
≒

-
―

‐
‐

④
安
城
ノ
城
ヨ
リ
モ
町
ヨ
リ
モ
、
打
ア
ケ
ヲ
↓
城
モ
町
モ
打
明
而
。

⑤
我
先
二
~
城
中
へ
乱
レ
入
ル
間
↓
我
モ
く
と
乱
入
。

⑥
フ
セ
ク
モ
ノ
ー
人
モ
す
ク
シ
テ
↓
其
僅
付
(
け
)
入
(
り
)
に
シ
テ
。

⑦
メ
ン
く
ハ
イ
カ
ゝ
思
フ
ソ
↓
面
々
者
何
と
思
ふ
ソ

l

ｕ
可
-
-

サ
ヶ

⑧
大
桶
二
入
テ
ソ
出
シ
ケ
ル
↓
廣
キ
物
に
酒
ヲ
入
而
出
る
ヲ

l

j
列
M
.

⑨
ミ
タ
ラ
ス
シ
テ
カ
タ
マ
リ
テ
↓
乱
ズ
シ
テ
。
カ
タ
マ
レ
。

-

ア
ト

ー

⑩
跡
ヨ
リ
匍
々
〔
葡
々
〕
↓
跡
寄
足
く
に
シ
テ
。

⑩
安
祥
へ
打
入
玉
フ
↓
安
祥
ヱ
引
入
(
り
)
給
ふ

I

テ
キ
T
i
^
r
?

⑩
敵
ヒ
ク
ト
モ
追
ヘ
カ
ラ
ス
↓
敵
次
〔
逃
〕
ト
テ
モ
。
ヲ
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
。

⑩
敵
乱
ル
ト
モ
↓
敵
ク
ヅ
ル
ゝ
供
。

右
の
諸
例
の
う
ち
、
③
工

と
ば
的
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
蓬
左
分
庫
本
の
方
が
文
章
語
的
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
特
に
⑨
の
蓬
左
分
庫
本
の
「
ミ
ダ
ラ
」
の
四
段
活
用
は
古
活
用
形
で
あ
り
、
自
筆
本
の

「
ミ
ダ
レ
」
の
下
二
段
活
用
は
後
世
の
一
般
的
な
活
用
形
で
あ
る
。

一
方
、
①
②
⑩
⑩
は
蓬
左
分
庫
本
に
見
ら
れ
る
動
詞
よ
り
も
、
自
筆
本
に
見
ら
れ
る
動
詞
の

方
が
動
作
が
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
存
す
る
。

次
に
、
㈲
の
「
蓬
左
分
庫
本
で
漢
文
訓
読
的
表
現
又
は
文
語
的
表
現
で
あ
る
も
の
が
、
自
筆

本
で
は
口
語
的
な
表
現
に
改
変
さ
れ
て
い
る
」
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

-

①
此
時
二
何
ノ
大
臣
殿
ト
ヤ
ラ
ン
、
勅
勘
ヲ
蒙
り
玉
ヒ
テ
↓
然
る
所
に
。
大
臣
殿
。
ち
よ
つ

か
ん
を
カ
ウ
ム
ラ
セ
給
ひ
而
。

j

②
是
又
天
性
慈
仁
武
勇
兼
具
ペ
ダ
ル
人
ナ
レ
ハ
、
人
皆
其
恩
恵
ニ
ナ
ッ
カ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
シ

↓
何
れ
も
'

々
。

慈
悲
と
申
し
)
。
'
武
漫
ヲ
モ
ッ
テ
。
次
第
く
に

も
隆
サ
セ
給

ふ
。

内
之
衆
。
又
は
。
民
百
将
。
コ
ッ
ジ
キ
。
非
人
に
。
イ
タ
ル
迄
。
御
情
ヲ
御
懸
サ
セ
ラ

レ
給
ふ
事
。
大
少
〔
小
〕
供
〔
共
〕
に
涙
ヲ
流
シ
。
か
ん
じ
入
計
成
。

③
其
レ
弓
矢
取
物
ノ
習
ハ
、
大
敵
小
敵
ヲ
ヱ
ラ
マ
ス
、
理
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
ヲ
以
テ
、
戦
ヲ
ス

ル
ト
キ
ハ
、
身
方
気
二
乗
リ
、

利
ヲ
失
フ
ト
云
ヘ
リ
↓
其
弓
矢
ヲ
取

ル

者
ゝ
習
に
ハ
。

敵
ぶ
勢
。
味
方
ハ
多
勢
成
り
)

。
ス
マ
ジ
キ
陣
モ
有
。
・
況

。

者
多
勢
。
味
方
者
ぶ

ミ
度
之
儀
敵
多
(
)
供

テ
。
カ
ナ
ハ
ザ
ル
陣
成
。

④
其
勢
雑
兵
力
ヶ
テ
、
五
百
騎
ニ
ハ
過
サ
リ
ヶ
リ
、
一
万
余
騎
力
其
中
へ
、
此
ノ
小
勢
ニ
テ
、

懸
合
セ
ン
ト
思
フ
、
武
士
ノ
八
十
宇
治
川
ノ
早
キ
瀬
ハ
、
中
々
セ
キ
モ
ト
メ
ラ
レ
ス
↓
一
万
余

有
所
ヱ
。
雑
兵
五
百
之
内
外
ニ
テ
。
陣
ヲ
セ
ン
事
ハ
。
ト
ゥ
ラ
ウ
ガ
鍼
ヲ
ニ
ギ
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。

⑤
長
親
大
軍
ヲ
見
テ
惺
レ
サ
ル
事
、
世
祖
ノ
器
量
ニ
モ
、
ヲ
ト
ラ
サ
レ
ヶ
レ
ハ
、
ナ
シ
カ
ハ

ヲ
ク
ス
ヘ
キ
、
兵
ト
モ
ニ
下
知
シ
テ
ィ
ハ
ク
↓
長
親
者
。
何
に
も
心
を
し
づ
め
さ
せ
給
ひ
テ
。

一
物
之
大
の
。
ト
ラ
ヲ
ネ
ラ
ウ
ガ
。
ゴ
ト
ク
ニ
。
大
軍
ヲ
。
ニ
ラ
メ
サ
セ
給
ひ
而
。
静
卜
係
セ

給
ふ
。

右
の
内
、
②
の
「
人
皆
」
が
自
筆
本
で
は
「
御
内
之
衆
。
又
は
。
民
百
将
。
コ
ッ
ジ
キ
。
非

人
に
。
イ
タ
ル
迄
。
」
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
、
又
、
「
其
恩
恵
ニ
ナ
ッ
カ
ス
ト
云

コ
ト
ナ
シ
」
と
い
う
二
重
否
定
表
現
(
強
い
肯
定
表
現
)
が
、
自
筆
本
で
は
「
御
情
ヲ
御
懸
サ

セ
ラ
レ
給
ふ
事
。
大
少
供
に
涙
ヲ
流
シ
。
か
ん
し
入
計
成
。
」
と
肯
定
表
現
で
、
よ
り
具
体
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。

③
も
蓬
左
分
庫
本
は
抽
象
的
一
般
的
な
事
柄
が
記
述
さ
れ
て
ぃ
る
の
に
対
し
て
、
自
筆
本
の

― 198 ―
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方
は
、
そ
の
場
の
情
況
に
即
し
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
尤
も
、
自
筆
本
の
「
何
況
哉
」

は
例
外
的
に
漢
文
訓
読
調
で
あ
る
。

④
も
蓬
左
分
庫
本
は
③
同
様
に
一
種
の
成
句
の
よ
う
な
も
の
に
ょ
っ
て
抽
象
的
一
般
的
に
記

述
さ
れ
て
ぃ
る
の
に
対
し
て
、
自
筆
本
の
方
は
卑
近
な
比
喩
表
現
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。

⑤
も
④
同
様
に
、
中
国
の
故
事
に
基
づ
い
て
概
念
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
ぃ
る
が
、
自
筆
本

の
方
は
、
卑
近
な
比
喩
表
現
に
よ
っ
て
、
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え

次
に
、
㈲
の
「
そ
の
他
、
両
本
で
表
現
が
異
っ
て
ぃ
る
場
合
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

-
‐
-

①
其
時
二
三
州
一
国
ノ
士
ヲ
点
検
有
テ
、
故
ア
ラ
ン
人
々
ハ
、
今
度
吾
二
附
纏
ヒ
上
テ
、
其

―

-

-

品
ヲ
申
シ
候
へ
、
奏
聞
ナ
サ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
仰
二
依
テ
、
国
中
ノ
士
数
ヲ
尽
シ
テ
、
種
姓

j

l

ヲ
撰
ヒ
ケ
レ
ト
モ
、
泰
親
二
過
タ
ル
俗
姓
無
リ
ケ
レ
ハ
、
大
臣
殿
ニ
ト
モ
ナ
ヒ
申
テ
、
都

I

ヨ
ラ

剣
淵
列
引
。

へ
上
ラ
レ
ケ
ル
、
↓
其
時
國
中
に
お
ひ
而
。
大
小
人
に
不
レ
寄
。
名
之
有
(
る
)

侍
に
。

l

j

「
御
供
申
せ
」
と
有
し
時
。
國
中
ヲ
サ
ガ
さ
せ
給
へ
供
。
源
氏
之
ち
ゃ
く
く
に
而
わ
た

I

ヤ
ス
チ
ヵ

ら
せ
給
ヘ
バ
。
是
に
マ
ン
ダ
ル
。
ソ
ク
シ
ヤ
ウ
ナ
シ
。
「
其
儀
ナ
ラ
バ
。
1

親
御
供
ア
レ
」

と
被
仰
而
。
御
供
ヲ
社
被
成
け
り
。

右
の
部
分
で
は
、
両
本
の
本
文
が
相
当
に
相
違
し
て
い
て
、
対
応
部
分
を
正
確
に
指
摘
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
お
お
ま
か
に
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

三
州
一
国
↓
國
中

士
↓

侍

点
検
↓
サ
ガ
ス

奉
聞
↓
△

種
姓
↓
△

俗
姓
↓
ソ
ク
シ
ヤ
ウ
(
俗
姓
)

右
の
↓
印
の
上
の
蓬
左
文
庫
本
の
漢
語
は
、
自
筆
本
で
は
、
「
俗
姓
」
以
外
は
対
応
部
分
が
無

い
か
、
和
語
に
改
変
す
る
か
、
又
は
日
常
的
な
漢
語
(
「
国
中
」
)
に
改
変
し
て
い
る
。
右
と
逆

に
、
自
筆
本
の
み
に
み
ら
れ
る
漢
語
は
「
ち
ゃ
く
く
(
嫡
々
)
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、

日
葡
辞
書
に
も
「
C
h
a
c
u
c
h
a
c
u
.
家
を
相
続
す
る
人
、
ま
た
は
、
長
男
。
」
と
あ
っ
て
、
必
ず

し
も
文
章
語
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
又
、
こ
の
部
分
は
徳
川
家
が
源
氏
の
嫡
流
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
る
の
が
眼
目
で
あ
る
か
ら
、
是
非
こ
の
漢
語
は
欲
し
い
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

自
筆
本
で
は
、
な
る
べ
く
漢
語
を
避
け
て
必
要
最
小
限
度
に
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、

國
中
ノ
士
数
ヲ
尽
シ
テ
↓
國
中
に
お
ひ
而
。
大
小
人
に
不
レ
寄
。
名
之
有
(
る
)
侍
に
。

三
二

は
、
蓬
左
文
庫
本
の
「
国
中
ノ
士
数
ヲ
尽
シ
テ
」
と
い
う
文
章
語
的
表
現
が
、
↓
印
の
下
の
よ

う
に
、
話
し
こ
と
ば
的
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、
自
筆
本
で
話
し
こ
と
ば
的
に
改
変
さ

れ
て
い
る
点
と
し
て
、
敬
語
の
多
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。

-

國
中
ヲ
サ
ガ
さ
せ
給
へ
供
。

源
氏
之
ち
ゃ
く
く
に
而
わ
た
ら
せ
給
ヘ
バ
。
と
倒
側
面

御
供
ヲ
社
被
成
け
り

右
の
敬
語
は
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

②
面
々
御
前
ヲ
マ
カ
リ
立
、
手
ツ
カ
ラ
酒
ヲ
汲
、
是
ヲ
今
生
ノ
名
残
ト
ソ
進
メ
ヶ
ル
↓
糾
叫

く
に
是
ヲ
イ
タ
ゞ
キ
。
御
前
ヲ
罷
立
。
併
ギ
け
り
。

右
の
箇
所
に
っ
い
て
は
、

手
ツ
カ
ラ
酒
ヲ
汲
↓
思
ひ
く
に
是
を
イ
タ
ゞ
キ
。

-今
生
ノ
名
残
↓
△

ト
ソ
進
メ
ケ
ル
↓
研
ギ
け
り

の
「
手
ツ
カ
ラ
」
を
話
し
こ
と
ば
的
な
「
思
ひ
く
に
」
に
改
変
し
、
「
今
生
」
と
い
う
漢
語
を

避
け
、
「
ト
ソ
進
メ
ケ
ル
」
と
い
う
係
り
結
び
の
表
現
心
紺
珠
本
で
は
見
ら
れ
な
い
。

③
身
方
ノ
小
勢
ツ
カ
レ
ハ
テ
≒
ハ
タ
ラ
キ
ェ
ス
↓
軍
兵
供
。
早
セ
イ
キ
〔
精
気
〕
が
。
キ
レ

テ
。
何
ト
シ
テ
モ
。
ツ
カ
レ
タ
ル
故
。

前
の
二
例
は
、
自
筆
本
に
漢
語
が
見
ら
れ
な
い
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
③
の
場
合
は
逆
に
自

筆
本
に
漢
語
が
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
〔
軍
兵
〕
は
既
述
の
よ
う
に
和
製
漢
語
で
あ
る
が
、
「
精

気
」
は
易
経
な
ど
漢
籍
に
出
典
の
あ
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
葡
辞
書
に
も
「
X
e
i
q
i
.
生
命

を
支
え
る
活
力
、
す
な
わ
ち
、
内
面
的
な
力
。
X
e
i
q
i
g
a

t
c
u
q
u
r
u
.
力
と
活
気
が
全
く
な
く
な

る
ご
と
あ
っ
て
、
自
筆
本
の
「
精
気
が
キ
レ
ル
」
と
い
う
語
が
日
常
語
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
㈲
の
場
合
に
つ
い
て
、
㈲
の
「
蓬
左
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
敬
語
が
、
自
筆
本
に

は
存
す
る
」
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
尊
敬
の
接
頭
語
「
御
」
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

-

〔
御
〕
①
宗
領
式
へ
↓
御
ソ
ウ
レ
ウ
シ
キ
ヱ

②
法
名
↓
御
法
名

j

③
是
又
天
性
慈
仁
武
勇
兼
具
ペ
ダ
ル
人
ナ
レ
ハ
、
人
皆
其
恩
恵
ニ
ナ
ツ
カ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
シ

ー

ー
:

j
-

-

；
「
ト

↓
何
れ
も
御
代
々
。
御
慈
悲
と
申
(
し
)
。
御
武
漫
ヲ
モ
ツ
テ
。
次
第
く
に
御
代
も
隆
サ

ー

ー

タ
ミ
ヒ
ャ
ク
セ
ウ

ヒ
ニ
ッ

ー
ナ
サ
ヶ

セ
給
ふ
。
御
内
之
象
。
又
ハ
。
民
百
将
〔
姓
〕
。
コ
ツ
ジ
キ
。
非
人
に
。
イ
タ
ル
迄
。
御
情

ヲ
御
懸
サ
セ
ラ
レ
給
ふ
事
。
大
少
〔
小
〕
供
〔
共
〕
に
涙
ヲ
流
シ
。
か
ん
じ
入
計
成
。

(
「
御
懸
サ
セ
ラ
レ
給
ふ
」
の
「
御
」
は
動
詞
に
冠
さ
れ
た
珍
し
い
例
で
あ
る
。
)

④
武
勇
殊
二
勝
レ
玉
フ
↓
側
武
漫
。
殊
更
ス
ク
レ
例
刻
絵
詞
事
。

⑤
城
中
シ
ツ
マ
リ
カ
ヘ
ツ
テ
↓
少
モ
御
ド
ウ
テ
ン
ナ
ク
。

197-



自筆本「三河物語」の用語と表記

-

⑥
遠
行
シ
玉
フ
↓
御
遠
行
成
(
り
)

j

-

〔
給
〕
①
種
姓
ヲ
撰
ヒ
ケ
レ
ト
モ
↓
國
中
ヲ
サ
ガ
さ
せ
給
へ
供
。

②
今
ノ
岡
崎
二
城
ヲ
構
ヘ
テ
↓
岡
崎
に
城
ヲ
取
給
ひ
而
。

-

③
弓
馬
ノ
達
者
↓
弓
矢
ヲ
取
セ
給
ふ
事
。

④
オ
ギ
フ
〔
大
給
〕
ホ
ツ
キ
ウ
〔
北
給
〕
ヲ
貴
メ
ト
ラ
ル
↓
お
ぎ
う
。
ほ
つ
き
う
ヲ
責
被
レ
取
せ
給

-ひ
而
。

⑤
キ
ラ
ヒ
ヤ
カ
ニ
シ
タ
テ
↓
キ
ラ
ビ
ヤ
カ
ニ
し
た
て
さ
せ
給
ひ
而
。

⑥
安
祥
二
移
テ
↓
安
祥
に
う
つ
ら
せ
給
ふ

ス
コ
シ

サ
ハ

ー
ー
列
刻
-
-
。

⑦
城
中
シ
ツ
マ
リ
ヘ
ツ
テ
物
の
音
モ
セ
ス
↓
少
モ
御
ド
ウ
テ
ン
ナ
ク
。
課
ガ
セ
給
ハ
ズ

⑧
其
ウ
ヘ
日
コ
ロ
手
柄
ヲ
セ
シ
普
代
ノ
者
共
↓
其
故
度
々
の
高
名
、
ナ
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
タ
ル
者

-

共
ヲ
。
モ
タ
セ
給
ヱ
バ
。

ナ
ガ
チ
カ

ザ
ウ
ヒ
ャ
ウ

ア
ッ
ヂ
ャ
ウ

⑨
サ
ラ
ハ
打
立
ト
テ
安
祥
ノ
城
ヲ
出
↓
長
親
ハ
ヅ
カ
雑
兵
五
百
余
之
内
外
に
て
、
安
祥
之

城
ヲ
出
サ
セ
給
ひ
。

⑩
長
親
大
軍
ヲ
見
テ
催
レ
サ
ル
事
、
世
祖
ノ
器
量
ニ
モ
、
ヲ
ト
ラ
サ
リ
ケ
レ
ハ
、
ナ
シ
カ
ハ

ヨ
ク
ス
ヘ
キ
、
兵
ト
モ
に
下
知
シ
テ
イ
ハ
ク
↓
長
親
者
。
何
に
も
心
を
し
づ
め
さ
せ
給
ひ

テ
。
一
物
之
大
の
。
ト
ラ
ヲ
ネ
ラ
ウ
ガ
。
ゴ
ト
ク
ニ
。
太
軍
ヲ
。
ニ
ラ
メ
サ
セ
給
ひ
而
。

静
ト
係
セ
給
ふ
。

⑥
安
祥
ヲ
御
ユ
ツ
リ
有
テ
↓
安
祥
ヲ
御
譲
給
ひ
而
。

⑩
↓
〔
御
〕
の
③
「
サ
セ
給
ふ
」
「
サ
セ
ラ
レ
給
ふ
」

〔
申
〕
①
弓
馬
二
達
シ
↓
弓
矢
取
と
申
(
し
)
。j

/

j

ジ
ヒ

②
殊
二
御
心
バ
セ
慈
悲
深
重
ニ
シ
テ
、
人
ノ
思
ヒ
附
コ
ト
父
ニ
モ
勝
レ
リ
↓
御
慈
悲
。
中
く

I申
ツ
ク
シ
ガ
タ
シ
。

j

-

③
然
レ
ト
モ
↓
然
り
と
ハ
申
せ
供
。

-

④
駿
河
ト
手
キ
レ
ヲ
セ
ン
ト
云
↓
駿
河
ト
。
手
ギ
レ
ヲ
セ
ン
ト
申
ヲ
。

⑤
↓
〔
御
〕
の
③
「
申
(
し
)
」

〔
被
-
給
〕

ト
ク
カ
ハ
ヤ
ス
チ
カ

ヨ
ッ
テ

①
口
宣
ヲ
ナ
シ
下
サ
ル
↓
御
り
ん
し
に
ハ
。
「
徳
河
泰
親
」
と
被
下
給
ふ
に
彷
。

②
タ
ヤ
ス
ク
城
ヲ
取
テ
ケ
リ
↓
城
ヲ
被
二
取
せ
一
給
而
。

〔
ま
い
ら
せ
ら
れ
給
〕

①
松
平
勘
四
郎
殿
ニ
ハ
、
藤
井
ノ
城
↓
松
平
勘
四
郎
殿
に
ハ
。
藤
井
ヲ
ま
い
ら
せ
ら
れ
給
ふ
。

②
同
右
京
殿
ニ
ハ
フ
ツ
カ
マ
ト
束
バ
タ
ヲ
與
ラ
レ
ケ
ル
↓
同
右
京
殿
に
ハ
。
ふ
つ
か
ま
と
。

束
ば
た
ヲ
ま
い
ら
せ
ら
れ
給
ふ
。

〔
ま
い
ら
せ
ら
る
〕

①
新
太
郎
殿
ニ
ハ
青
野
ノ
城
↓
新
太
郎
殿
に
ハ
。
青
野
ゝ
城
ヲ
ま
い
ら
せ
ら
れ
。

〔
思
召
被
懸
〕

①
安
祥
ノ
城
ヲ
ト
ラ
ン
ト
テ
↓
安
城
之
城
ヲ
。
思
召
被
レ
懸
而
。

〔
イ
タ
ダ
ク
〕

①
手
ツ
カ
ラ
酒
ヲ
汲
↓
思
ひ
く
に
是
ヲ
イ
タ
ゞ
キ
。

次
に
、
閉
の
「
そ
の
他
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
が
、
自
筆
本
に
は
存
す
る
」

も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
笛
太
鼓
吹
タ
テ
ゝ
ヲ
ト
リ
ケ
レ
ハ
、
安
祥
ノ
城
ヨ
リ
モ
町
ヨ
リ
モ
、
打
ア
ケ
テ
残
ラ
ス
見

物
ニ
ソ
出
ケ
ル
↓
太
鼓
。
笛
。
つ
ゞ
み
に
て
。
打
ハ
ヤ
シ
。
爰
ヲ
セ
ン
ド
ゝ
ヲ
ド
リ
け
れ

I
西
野
熱
ル
社
ア
ル
成

イ
ザ
ヤ
出
ゝ
見
物
セ
ン
」
と
テ
。
城
モ
町
モ
打
明
而
。
男
女
供
に
。
不
レ
被
レ
残
一
。
我
先

に
と
出
け
る
間
。

右
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
自
筆
本
に
は
会
話
文
が
付
加
さ
れ
て
、
文
章
が
物
語
化
さ
れ
て
ぃ

I

②
是
又
天
性
慈
仁
武
勇
兼
具
ペ
ダ
ル
人
ナ
レ
ハ
、
人
皆
其
恩
恵
ニ
ナ
ツ
カ
ス
ト
云
コ
ト
す
シ
、

其
後
安
祥
ヲ
子
息
長
親
ニ
ユ
ツ
リ
玉
フ
↓
何
れ
も
御
代
々
。
御
慈
悲
と
申
(
し
)
。
御
武
漫

ヲ
モ
ツ
テ
。
次
第
く
に
御
代
も
隆
サ
セ
給
ふ
。
御
内
之
衆
。
又
ハ
。
民
百
将
。
コ
ツ
ジ

キ
。
非
人
に
。
イ
タ
ル
迄
。
御
情
ヲ
'
懸
サ
セ
ラ
レ
給
ふ

。
大
少
〔
小
〕

〔
共
〕
に
涙
ヲ

流
シ
。
か
ん
じ
入
計
成
〔
也
〕
。
然
る
間
。
″
モ
有

者
。
百
将
、
吃
。
筋
'
ヲ
モ
ツ
テ

出
。
一
命
ヲ
捨
而
。
タ
ゝ
カ
イ
。

ホ
ウ
カ
ウ
に
ス
ル
成
。
然
(
る
)
間
。
マ
シ
テ
ヤ
況
。

普
〔
譜
〕

。

デ
ン
の
衆
ナ
レ
バ
。
妻
子
ヲ
帰
〔
顧
〕
み
ず
。
一
命
ヲ
捨
而
。
フ
セ
ギ

に

ヒ
ロ

4
Iヒ

よ
っ
而
。
次
第
く
に
'
手
モ
廣
ガ
ル
成
。
是
と
中
も
。
武
漫
ト
。
´
情
。
´
慈
悲
ト
。

雑
脚
潜
吠
医
そ
「
タ
セ
ラ
レ
候
う
故
に
。
ツ
ゝ
が
す
ク
。
取
廣
サ
セ
給
ひ
而
。
安
祥
ヲ
。
長

親
ヱ
ユ
ヅ
リ
給
ふ
。

右
の
傍
線
部
は
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
本
文
で
あ
っ
て
、
自
筆
本
に
お
け
る

補
修
部
分
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
四
代
親
忠
の
武
漫
、
情
け
、
慈
悲
が
強
調
さ
れ
、
良
き
譜

代
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

③
メ
ン
く
ハ
イ
カ
ゝ
思
フ
ソ
、
今
度
一
命
ヲ
義
ノ
タ
メ
ニ
捨
ラ
レ
ナ
ハ
、
敵
ノ
多
勢
ヲ
カ

ヘ
リ
ミ
ス
、
一
戦
ノ
ト
ケ
ン
ト
仰
有
ケ
レ
ハ
、
着
座
ノ
侍
一
同
二
皆
尤
ト
ソ
同
シ
ケ
ル
↓

面
々
者
何
卜
思
ふ
ソ
。
」
各
々
一
同
二
中
上
候
。
「
如
仰
。
何
に
敵
ぶ
〔
不
〕
勢
成
(
り
)
と

申
供
。
ス
マ
ジ
キ
陣
ヲ
。
被
成
ン
と
被
仰
候
ハ
乙
菟
角
に
面
々
供
が
晋
み
中
(
す
)
間

敷
。
何
敵
多
勢
成
と
申
(
す
)
供
〔
共
〕
。
被
成
候
ハ
で
か
な
わ
さ
る
。
陣
に
ヲ
イ
テ
ハ
。

菟
角
被
成
候
ヱ
と
中
可
上
。
況
哉
。
此
度
之
御
合
戦
被
成
候
ハ
で
。
カ
ナ
ハ
ザ
ル
陣
成
。

三
三
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宇都宮 睦 男

時
刻
ウ
ツ
サ
セ
給
ひ
テ
ハ
諧
間
敷
。
日
比
之
御
情
。
殊
更
御
普
代
之
御
主
之
御
一
大
事
ト

ゼ
ヒ

サ
イ
シ

ー
ｗ

ム
マ

サ
キ

キ
リ
シ
ニ

ッ
カ
マ
ッ
リ

申
(
シ
)
。
是
非
供
に
。
妻
子
ヲ
不
二
帰
見
一
〔
顧
〕
。
御
馬
之
先
に
而
。
戮
死
に

仕

而
。

シ
デ
〔
死
出
〕
。
三
づ
〔
途
〕
之
御
供
社
。
弓
矢
ヲ
取
而
の
面
目
ニ
テ
候
ヱ
」
と
申
上
ケ
レ
バ
。

右
の
よ
う
に
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
「
尤
ト
ソ
同
シ
ケ
ル
」
と
一
行
で
済
ま
せ
て
い
る
所
を
、

自
筆
本
で
は
、
「

」
の
会
話
部
分
の
よ
う
に
、
同
意
し
た
内
容
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
長
親
の
言
葉
の
反
復
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
一
内
容
の
こ
と
を
述
べ
て
、
主
家

の
一
大
事
に
際
し
、
日
頃
の
お
情
け
に
身
命
を
賭
し
て
お
報
い
し
ょ
う
と
誓
っ
て
い
る
。

④
我
ヲ
ト
ラ
シ
ト
先
陣
ヲ
争
と
、
段
々
ニ
備
ヘ
ヲ
立
、
↓
″
れ
モ
く
我
。
ヲ
ト
ラ
ジ
ト
。

先
陣
之
ア
ラ
ソ
ヒ
。
段
々
に
ソ
ナ
イ
ヲ
立
。
ト
ウ
ラ
ウ
ガ
鍼
ト
カ
ヤ
。
イ
サ
ミ
ニ
。
イ
サ

ン
デ
。
事
供
思
ハ
ズ
。

右
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
自
筆
本
は
、
俗
諺
を
引
用
し
て
、
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し

て
い
る
。

⑤
小
軍
ト
大
軍
ト
ア
フ
時
ハ
、
鈴
リ
ニ
勇
ム
ヘ
カ
ラ
ス
、
イ
カ
ニ
モ
心
ヲ
ー
ツ
テ
ン
テ
、
破

ラ
レ
ス
カ
ケ
ラ
レ
ス
、
敵
ノ
カ
ゝ
ル
ヲ
待
テ
、
後
二
鑓
ヲ
イ
レ
、
敵
ニ
ア
フ
ホ
ト
ナ
ラ
ハ
、

立
所
ヲ
去
ス
シ
テ
、
コ
タ
ヘ
ヨ
、
敵
ヒ
ク
ト
モ
追
ヘ
カ
ラ
ス
↓
敵
方
寄
。
カ
サ
ヲ
懸
而
。

イ
サ
ム

ー

セ
ウ
グ
ン

タ
イ
タ
ン

ー

ソ
レ
タ
ド
ロ
キ

イ
サ
メ

1
1
F
a
―

争
供
洞
天
ス
ル
ナ
。
小
軍
が
。
大
軍
に
。
カ
サ
ヲ
被
レ
懸
。
其
に
察
而
。
武
バ
。
物
前
に

而
。
セ
イ
ガ
ヌ
ク
ル
者
成
。
敵
ハ
。
読
バ
諌
。
何
ニ
。
モ
心
ヲ
大
事
L
r
シ
而
。
心
に
成
(
ル
)
。

胸
ノ
内
ニ
ハ
。
一
足
〔
息
〕
無
間
と
念
ジ
テ
。
読
而
ツ
イ
テ
カ
ゝ
ル
事
ナ
カ
レ
。
ク
ラ
イ
ヅ

テ
テ
キ
ク
ヅ
セ
然
る
時
者
敵
方
寄
小
勢
ト
思
ぎ

ヲ
可
レ
入
。
ソ
コ
ニ
テ
ー
足
無
間
ト
心
得
而
。
立
處
ヲ
サ
ラ
ズ
シ
テ
。
ジ
リ
く
ト
。
根
ヅ

ヨ
ク
。
ツ
キ
可
レ
入
。
ソ
コ
ヲ
。
ハ
ツ
シ
ト
。
コ
タ
ヱ
ナ
バ
。
カ
サ
ヲ
懸
タ
ル
敵
ハ
。
カ
ナ

ラ
ズ
マ
ハ
ス
ベ
シ
。
敵
次
ト
テ
モ
。
ヲ
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
。

右
の
両
本
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
あ
ま
り
に
も
相
違
が
大
き
く
、
直
接
の
比
較
は
困
難
な

ほ
ど
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
本
は
一
般
的
な
文
章
語
で
書
か
れ
て
ぃ
る
が
、
自
筆
本
に
は
特
色
あ

る
用
語
が
見
ら
れ
る
。

○
カ
サ
ヲ
懸
ク
(
「
か
さ
に
か
か
る
」
に
同
じ
。
相
手
を
威
圧
す
る
よ
う
な
態
度
を
と
る
。
高

圧
的
に
出
る
。
)

○
洞
天
〔
動
転
〕
ス
ル
ナ
(
驚
き
あ
わ
て
る
な
)

○
物
前
に
て
(
開
戦
前
に
)

○
セ
イ
ガ
ヌ
ク
ル

(
精
が
ぬ
け
て
し
ま
う
)

○
心
ヲ
大
事
ト
シ
而
。
心
に
成
(
ル
)
(
蓬
左
文
庫
本
の
「
心
ヲ
ー
ツ
ニ
シ
テ
」
に
対
応
す
る
。
)

○
一
足
〔
息
〕
無
間
(
「
一
息
」
は
日
葡
に
「
I
s
s
o
c
u
.

F
i
t
o
i
q
i
.
(
一
息
)

一
呼
吸
。
」
と
あ

る
。
即
ち
、
少
し
の
息
抜
き
。
「
無
間
」
は
無
間
地
獄
。
即
ち
、
少
し
の
油
断
が
命
取

三
四

り
に
な
る
こ
と
)

○
ク
ラ
イ
ヅ
メ
〔
位
詰
〕

(
じ
り
じ
り
と
っ
め
よ
せ
る
こ
と
)

○
下
目
に
懸
テ
(
日
葡
に
「
A
i
t
a
m
e
n
i
c
a
q
u
r
u
.
人
を
軽
蔑
し
て
見
る
」
と
あ
る
。
)

○
ジ
リ
く
ト
。
根
ヅ
ヨ
ク
。
ツ
キ
可
レ
入
。

○
ハ
ツ
シ
ト
。
コ
タ
ヱ
ナ
バ
。

○
マ
ハ
ス
(
左
右
へ
開
く
。
左
右
へ
よ
け
る
。
)

右
の
よ
う
に
、
自
筆
本
に
は
、
当
時
の
俗
語
と
思
し
き
も
の
が
続
々
と
出
て
来
て
、
特
徴
の

な
い
蓬
左
文
庫
本
の
文
章
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。

⑥
次
男
内
膳
殿
ニ
ハ
、
桜
井
ノ
城
ヲ
マ
イ
ラ
セ
ラ
レ
、
三
男
新
太
郎
殿
ニ
ハ
青
野
ノ
城
△
、
松

―

平
勘
四
郎
殿
ニ
ハ
、
藤
井
ノ
核
〈
、
同
右
京
殿
ニ
ハ
フ
ツ
カ
マ
ト
東
バ
タ
ヲ
輿
ラ
レ
ケ
ル
↓

次
男
。
内
膳
殿
に
ハ
、
桜
井
之
城
ヲ
ま
い
ら
せ
ら
れ
。
三
男
。
新
太
郎
殿
に
ハ
。
青
野
ゝ

城
ヲ
判
り
伺
や
ら
れ
。
松
平
勘
四
郎
殿
ニ
ハ
。
藤
井
ヲ
ま
い
ら
せ
ら
れ
給
ぷ
。
同
右
京
殿

に
ハ
。
ふ
つ
か
ま
と
。
東
ば
た
ヲ
ま
い
ら
せ
ら
れ
給
ふ
。

右
の
蓬
左
文
庫
本
の
場
合
は
、
最
初
の
文
に
「
マ
イ
ラ
セ
ラ
レ
」
と
あ
る
が
、
第
二
、
第
三

の
文
に
は
述
語
を
省
略
し
、
最
後
の
第
四
の
文
で
は
「
典
ラ
レ
ケ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

「
マ
イ
ラ
セ
ラ
ル
」
と
い
う
同
一
語
を
四
回
繰
り
返
す
の
を
避
け
て
、
第
二
、
第
三
は
省
略
し
、

第
四
は
別
の
動
詞
「
與
ラ
レ
ケ
ル
」
を
用
い
て
変
化
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蓬
左
文

庫
本
の
文
章
は
無
駄
の
な
い
変
化
の
あ
る
推
敲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
自

筆
本
の
方
は
、
「
ま
い
ら
せ
ら
れ
(
給
ふ
)
」
と
い
う
同
一
語
を
四
回
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
れ

は
後
に
成
立
し
た
自
筆
本
と
し
て
は
改
悪
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
作
者
の
ね
ら
い
は
、
む
し
ろ

別
の
所
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
蓬
左
文
庫
本
は
目
で
読
む
た
め
の
文
章
で
あ
る
が
、

自
筆
本
の
方
は
耳
で
聞
か
せ
る
た
め
の
文
章
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
人
に
読
ん
で
聞
か
せ

る
場
合
に
は
、
瞬
時
に
言
葉
は
消
え
て
無
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
語
も
繰
り
返
し
表
現

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
本
は
表
現
目
的
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
る
と
今
ま
で
に
検

討
し
た
両
本
で
の
用
語
の
違
い
が
う
ま
く
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑦
我
身
不
肖
ナ
レ
ハ
、
父
祖
代
々
ノ
者
ト
テ
モ
、
①
竹
副
幹
社
町
匹
モ
セ
サ
ル
処
ニ
、
②
社
列

刺
刺
列
川
」
引
‥
。
、
有
カ
タ
ケ
レ
ト
テ
則
チ
打
立
玉
フ
、
↓
我
ト
身
ナ
レ
バ
。
1

ダ
イ
久
敷
都

F
炎
≒
カ
イ
ガ
ハ
シ
キ
。
ア
テ
ガ
イ
モ
。
ヱ
セ
ザ
ル
ニ
・
②
1

イ

必
之
様
二
立
^
ち
)
・

ミ

ヲ
ツ
ー

メ
イ

イ

リ
タ

妻
子
ヲ
不
二
帰
見
一
。
無
レ
恩
主
二
一
命
ヲ
ク
レ
ン
ト
呼
事
ハ
有
難
サ
ヨ
。

右
の
蓬
左
文
庫
本
の
①
の
「
サ
マ
テ
ノ
抽
賞
」
は
耳
で
聞
い
て
も
わ
か
ら
な
い
語
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
筆
本
の
「
カ
イ
ガ
ハ
シ
キ
。
ア
テ
ガ
イ
モ
。
」
は
耳
で
聞
い
て
容
易
に
理
解

で
き
た
語
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
、
②
の
「
カ
ク
申
シ
ケ
ル
コ
ソ
」
と
い
う
語
も
、
も
し
耳
で
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聞
く
と
す
る
と
、
「
カ
ク
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
、
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
耳

で
聞
い
た
語
で
あ
る
か
ら
、
既
に
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
筆

本
の
②
は
、
家
臣
の
言
っ
た
こ
と
ば
を
繰
り
返
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
耳
で
聞
く
場
合
は

こ
の
重
複
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
(
未
完
)

(
平
成
1
0
年
8
月
3
日
受
理
)

三
五
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